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１．はじめに

　フィンテックは銀行をはじめとして、多くの企

業の業務効率化を促進し、既存サービスの業務を

取って代える可能性を持つ。フィンテックの導入

およびフィンテック関連事業の投資が株式価値に

どのように影響を与えるかについては、多くの投

資家そして企業の関心事である。竹村ほか［2018］

は、フィンテック導入の影響の解明のため、

2016年度に発行されたフィンテックに関するニ

ュースリリースに対して、地方銀行の株価がどの

ように反応するかを分析している。その結果、ニ

ュースリリースが地方銀行の株価にプラスの影響

を与えていることを報告している。しかし、その

効果はニュースリリース日から数日遅れて現れ、

結果の統計的有意性は十分であるとは言い難い。

加えて、竹村・武田［2019］は、異常収益率の

計算方法を変えて再検証を行った結果、有意な株

　フィンテック関連のニュースが投資家の株式評価に与える影響を包括的に検証するため、2013年から2022
年に公表された全業種の銘柄のフィンテックに関するプレスリリースを抽出し、株価反応を分析した。その結果、
金融株より非金融株において特に顕著な正の株価反応が観測された。フィンテック関連ニュースは、非金融業の
株価において重大な影響を与えており、広範な企業の株価に対して影響が及んでいることが示された。
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